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1　は　じ　め　に

ミツパは生育適温が20℃で，中山間地帯の気象条件に合っ

ており，また．水田転換畑への作付け適応性が高いことか

ら，本県では．村山北部から最上地方を中心に振興を囲っ

ている。

特に，根ミツバの促成栽培は，夏期間に株養成し．冬期

間に伏せ込み，促成を行うもので，株養成が当年度ででき

ることもあり，寒冷地におけると冬期農業活性化のための

一作物として期待されている。

これまで，根株養成のための，播種時軋促成方法とし

ての温度管理，伏せ込み量等について一連の試験を行って

おり，今回は仮伏せ方法について検討したので報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験区

①　掘り取り日（×）及び伏せ込み日（○）

区　10／30　11／8　11／19　11／29　12／9

②　仮伏せ方法

A：ワラで覆う（掘り取り後，根を水洗いし，株を

まとめ，上にワラをかける。）

B：株元に土寄せ（掘り取り後，根を水洗いし，株

をまとめ，株元に5cmの厚さに土を寄せる。）

（2）試験規模1区1．5が　単区制

（3）供試品種　柳川2号

（4）栽培概要

1）揺種目　7月15日

2）裁縫距離

うね幅180cm，ベット幅100cm，20皿間隔に条は

（5条）。

3）施肥量（k／10a）N：5　P205：5　K20：5

苦土石灰：50

完熟堆肥（ワラ＋モミガラ1：1）5000

4）寒冷紗被覆

播種日から9月5日まで果寒冷紗（＃200）をト

ンネル状に被覆。

5）伏せ込み

茎葉部を地際部から3cm残し伏せ込み。

6）GA処理

伏せ込み1日後－GA325ppm噴霧（伏せ込み床

1Ⅰぜ当たり1‘）。

7）軟自方法

シルバーポリ（0．05mm）2株＋不織布2枚で遮光，

8）伏せ込み密度

7芽以上：20cd／株，6～4芽：11．1cd／株，3

－2芽：5．9cd／株，1芽大（芽の太さ7mⅢ以上）：

1．7cd／株，なお，1芽小（芽の太さ7mm以下は促

成に供しなかった。

3　試験結果及び考察

掘り取り日が遅いほど芽数，菓数が多く．一株垂が垂かっ

た（義1）。

掘り取り日では，遅い時期に掘り取るほど，促成収量は

高かった。これは，伏せ込み根株重が，伏せ込みが遅いほ

ど重いことによる。仮伏せ期間では，伏せ込み日が早いほ

ど収穫期が早く，いずれも伏せ込み後1か月弱で収穫期に

達している。掘り取り日と仮伏せ期間の組合せの中で，11

月19日掘り取りの20日間仮伏せが全区の中で最多収となっ

た（表2）。

仮伏せ方法の比較では，ワラ区が土区より収量が低かっ

た。これは，ワラ区の伏せ込み時の根株重が土区より軽い

ことから（データ略），仮伏せ中に乾燥したことが影響し

た可能性がある。また，観察では，ワラで20日間以上仮伏

せすると，特に2－3芽以下の小さな株で根が異変する症

状が見られた（表2）。
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収穫物の特性として，重量，葉数，芽数とも，掘り取り

日が遅くなるほど大きくなった。仮伏せ期間では．20日間

区が重量が重く∴彙数，芽数が多かった。また．仮伏せ無

し区及び早い時期での掘り取りにおいて，葉柄基部の調整

がしにくかった。これは，伏せ込み時の古い茎葉が収穫時

まで硬かったためである。最も調整し易かったのは．11月

19日掘り取り，20日間仮伏せ区であった（表2）。

表2　収量及び品質

衰1掘り取り時の生育　　　　　（40株謁却

掘り取　盤仙　北軋　　　　最　大　葉
芽数　糞数

り　日　月蝋　木肌　葉柄　たて　　よこ
一株重●

（月）（日）（芽）（数）（00）（皿）（m）（g）
10／30　3．2　　9．3　　29．9　　7．8　　5．4　　23．7

11／8　3．6　10．7　　33．7　　8．9　　5．9　　34．0

11／19　3．7　15．2　　32．3　　8．2　　5．9　　48．4

＊重量は，掘り取り後，根を水洗し，茎葉を付けたまま
測定。なお，モザイク病株は除いた。

伏せ込綿1　重量●1　　　乗　　数　　一　山　廿．＿H．≠H葉柄基
芽　数彙柄最小資長＝1■‘＝根　のり

d当たり噛　全　調整●2　全　調　整′‘m（■■‘〈‘（八部り　調
掘　り　伏　せ仮伏せ仮伏せ収穫日

取り日込み日期間方法（月）（日）（厄）（g）（g）（枚）（枚）（個）（皿）（皿）墓の這異変程度

10／3010／30　なし　　－　11／27　11．0　14．9　11．7　　4．0　　3．1　2．9　30．6　　5．6　　×　　○

11／8　9日間　ワラ　12／6　12．9　15．4　13．7　　4．2

土　12／613．3　15．2　14．4　　4．6

11／1920日間　ワラ　12／18　12．115．0　14．7　　4．3

土　12／18　14．5　16．9　15．5　　4．9

3．2　　2．9　30．8　　6．8　　△　　0

3．8　　2．9　　30．3　　7．6　　△　　　0

3．0　　2．7　　28．5　　6．8　　△　　　△

3．8　　3．2　28．4　　6．8　　△　　○

11／811／8　なし　　－　12／6　18．7　24．0　18．6　　5．5　　3．9　　3．6　32．3　　7．7　　×　　　○

11／1911日間　ワラ　12／18　21．9　25．8　21．9　　6．2

土　12／18　22．4　26．6　21．7　　6．1

11／2921日間　ワラ　12／27　18．3　25．5　19．8　　6．6

土　12／27　24．1　29．4　23．4　　7．9

4．8　　4．0　30．0　　6．6　　△　　0

4．9　　3．7　　30．2　　7．3　　△　　　0

3．5　　4．3　　29．3　　6．4　　△　　　△

4．7　　4．6　30．4　　6．8　　△　　○

11／1911／19　なし　　－　12／18　30．1　35．9　　29．4　　7．3　　5．3　　4．8　31．7　　7．7　　×　　　○

11／2910日間　ワラ　12／27　25．7　33．7　　25．8　　8．3

土　12／27　30．4　36．7　29．8　　7．9

12／920日間　ワラ　1／6　30．7　38．3　31．7　　9．8

土　1／6　35．8　44．5　34．4　11．4

5．1　5．0　29．9　　6．8　　△　　0

5．0　　5．0　30．6　　7．6　　△　　0

7．1　5．6　30．8　　7．2　　0　　△

8．8　　6．5　32．7　　7．3　　0　　0

＊1　重量は全株調査

＊2　商品の平均調整垂　　枯れ葉を除き，根良7cmに調整

＊3　易：○～難：×

＊4　日：○～黒変：×

以上のことから，椴ミツバの仮伏せ方法として，11月19

日に根株を掘り取り，土を寄せて，20日間仮伏せした後温

床に伏せ込む方法が，最も収量が高く．しかも収穫調整が

し易い。

しかし．この方法では収穫時期が．単価の安い1月にな

るため，単価の高い12月に収穫するためにはさらに早く伏

せ込む必要がある。ミツバは，10月末頃から1株重が急激

に増加するため．この時期では早期に掘るほど収量が少な

い。そのため，伏せ込み日を同いこした場合，仮伏せ期間

が短いほど収量が高まる。また．一方では，仮伏せ無しで

は調整に手間がかかる。そのかねあいで仮伏せ方法を設定

すれば，12月中旬を収穫目標にした場合，11月2半句に掘

り取り，10日間に仮伏せ後伏せ込む方法が良く．12月下旬

を目標とした場合，11月4半句に掘り取り，10日間の仮伏

せ後伏せ込む方法が良い。
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